『維摩経玄疏』訳注（６） by 菅野 博史 & Hiroshi KANNO


































































































































































































無我、不戯論諸法。如囲中有鹿、既被毒箭、一向求脱、更無他念」（T25, no. 1509, p. 
295, b13-15）を参照。













































































































































































































































































































般若波羅蜜如是」（同前、p. 89, b21-24）を参照。「劬嬪陀」は、Kapphina の音写語。






























































































no. 262, p. 3, a3-4）を参照。
26　 六蔽　六波羅蜜を妨げる六種の悪心のことで、慳心・破戒心・瞋恚心・懈怠心・
乱心・癡心をいう。『大品般若経』序品、「菩薩摩訶薩欲不起慳心破戒心瞋恚心懈怠
心乱心癡心者、当学般若波羅蜜」（T08, no. 223, p. 220, b10-11）に対する『大智度論』
巻第三十三の注、「是六種心悪、故能障蔽六波羅蜜門。……菩薩行般若波羅蜜力、故
能障是六蔽、浄六波羅蜜。以是故説、若欲不起六蔽、当学般若波羅蜜」（T25, no. 





（T14, no. 475, p. 539, b10-12）を参照。
29　 折　底本の「析」を『再校維摩経玄義』の頭注に記される宋本によって改める。
























































































応得道者、少観厭離因縁、独入山林遠離憒鬧得道、名辟支仏」（T30, no. 1564, p. 25, 
b18-29）を参照。
































































































































































『維摩経玄疏』訳注（６） （ 133 ）
に於いて離欲清浄と名づけ、離欲地は菩薩の法に於いて神通に遊戯すと名づ
























就仏地」（T25, no. 1509, p. 585, c28-p. 586, a17）を参照。















































no. 223, p. 381, b23-26）を参照。
53　 『大品経』に云わく、「斯陀含の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」 前注 52 を参
照。
54　 『大品経』に云わく、「阿那含の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」　前注 52 を
参照。
55　 『大品経』に云わく、「阿羅漢の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」　前注 52 を
参照。
56　 『大品経』に云わく、「辟支仏の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」　前注 52 を
参照。
57　 菩薩地は即ち是れ九の善慧地、十の法雲地なり。当に仏の如しと知るべし　『大
品般若経』巻第六、発趣品、「十地菩薩当知如仏」（T08, no. 223, p. 257, c7）を参照。



















































































義空。不得第一義空故、不行中道。無中道故、不見仏性」（T12, no. 375, p. 767, c18-
p. 768, a1）を参照。
『維摩経玄疏』訳注（６） （ 137 ）
　第一に経論に別教の菩薩の位を辨ずること同じからずとは、別教を尋ぬる
に、正しく因縁仮名、恒沙の仏法、真如・仏性の理を明かす。菩薩は此の教
















67　 別の見思惑  別教の見思惑を指す　
68　 常住四徳　常楽我浄の四徳を指す。
69　 三十心  十住・十行・十廻向を指す。
70　 五行　『南本涅槃経』巻第十一、聖行品（T12, no. 375, p. 673, b24-25）に説かれる
聖行・梵行・天行・嬰児行・病行の五行を指す。
71　 十功徳　『南本涅槃経』巻第十九から巻第二十四までに説かれる （T12, no. 375, p. 
























































楽行人自有四種。謂十信・十解・十行・十迴向」（T31, no. 1595, p. 229, b22-23）を参
照。また、『法華玄論』巻第四、「十住即是十解」（T34, no. 1720, p. 396, a4）を参照。
78　 入理般若を、名づけて住と為す　『仁王般若波羅蜜経』巻第一、菩薩教化品、「善
覚菩薩四天王　双照二諦平等道　権化衆生遊百国　始登一乗無相道　入理般若名為

































耨多羅三藐三菩提法、於念念中皆悉具足。」（T09, no. 278, p. 561, b26-c9）を参照。
81　 交加関渉　錯雑して関連すること。
82　 具さには『大本』に在り　『四教義』巻第九（T46, no. 1929, p. 755, a17-b20）を参
照。





































道、八・九・十地為無学道」（T39, no. 1786, p. 137, a25-26）を参照。
85　 初め　底本の「初地」を『籖録』の指摘と、『四教義』巻第十、「初地菩薩五行具足。











































no. 475, p. 540, b29-c3）、同、「供養汝者、墮三悪道。為与衆魔共一手作諸労侶、汝与
衆魔、及諸塵労、等無有異」（同前、p. 540, c8-10）を参照。

















































































































断者、名有上士也」（T33, no. 1716, p. 734, c9-12）を参照。
98　 重玄門　きわめて深遠な哲理の意。『老子』、「玄之又玄、衆妙之門」に基づく。
支道林『大小品対比要抄序』（『出三蔵記集』巻第八所収）、「是故夷三脱於重玄、斉
















































別意也」（T34, no. 1718, p. 126, c16-20）とある。










































































十住菩薩不得名為一切覚故、是故雖見而不明了」（同前、no. 375, p. 772, b13-22）を
参照。
107　 無垢　無垢地のこと。『菩薩瓔珞本業経』巻下、釈義品、「汝先言義相云何者、
所謂十住、十行、十向、十地、無垢地、妙覚地義相」（T24, no. 1485, p. 1017, a6-7）
を参照。
